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(57)【要約】
【課題】運転席の乗員の視界の確保と車室内への光の入
射の抑制とをより一層効果的に両立させる。
【解決手段】本発明の調光ガラス装置１０は、光の透過
率が変化可能な複数の調光領域２４Ａ～２４Ｆを有する
フロントガラス１２と、複数の調光領域２４Ａ～２４Ｆ
の光の透過率を制御する制御ユニット２２とを備えてい
る。制御ユニット２２は、複数の調光領域の２４Ａ～２
４Ｆうち、運転席の乗員の眼球５０及び助手席の乗員の
眼球５２と車両前方の光源５４（対向車のヘッドランプ
）とを結ぶ線上に位置する特定の調光領域２４Ｆが透過
率低減状態にあるときに、運転席の乗員の視線が特定の
調光領域２４Ｆを通じて車両前方に向けられた場合には
、特定の調光領域２４Ｆを透過状態に変化させ、助手席
の乗員の視線が特定の調光領域２４Ｆを通じて車両前方
に向けられた場合には、特定の調光領域２４Ｆを透過率
低減状態に維持する。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光を透過する透過状態と、前記透過状態よりも光の透過率が低い透過率低減状態とにそ
れぞれ変化可能な複数の調光領域を有するフロントガラスと、
　前記複数の調光領域のうち、運転席の乗員の眼球及び助手席の乗員の眼球と車両前方の
光源とをそれぞれ結ぶ線上に位置する特定の調光領域が前記透過率低減状態にあるときに
、前記運転席の乗員の視線が前記特定の調光領域を通じて車両前方に向けられた場合には
、前記特定の調光領域を前記透過状態に変化させ、前記助手席の乗員の視線が前記特定の
調光領域を通じて車両前方に向けられた場合には、前記特定の調光領域を前記透過率低減
状態に維持する制御ユニットと、
　を備えた調光ガラス装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、調光ガラス装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、透視用の窓ガラスの例が開示されている。この特許文献１に記載の例
では、フロントガラスの一部に、光の透過率を調節可能な変色エリアが設けられており、
この変色エリアには、運転席の乗員が信号機を覗けるように、小窓が設けられている。
【特許文献１】特開平１０－１５９４６３号公報
【特許文献２】特開２００５－２９７７１６号公報
【特許文献３】特開２００５－３５３８４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、特許文献１に記載の例においては、運転席の乗員の視界の確保と車室内
への光の入射の抑制とをより一層効果的に両立させるためには改善の余地がある。
【０００４】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであって、運転席の乗員の視界の確保と車室
内への光の入射の抑制とをより一層効果的に両立させることができる調光ガラス装置を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　前記課題を解決するために、請求項１に記載の車両用ドア構造は、光を透過する透過状
態と、前記透過状態よりも光の透過率が低い透過率低減状態とにそれぞれ変化可能な複数
の調光領域を有するフロントガラスと、前記複数の調光領域のうち、運転席の乗員の眼球
及び助手席の乗員の眼球と車両前方の光源とをそれぞれ結ぶ線上に位置する特定の調光領
域が前記透過率低減状態にあるときに、前記運転席の乗員の視線が前記特定の調光領域を
通じて車両前方に向けられた場合には、前記特定の調光領域を前記透過状態に変化させ、
前記助手席の乗員の視線が前記特定の調光領域を通じて車両前方に向けられた場合には、
前記特定の調光領域を前記透過率低減状態に維持する制御ユニットと、を備えている。
【０００６】
　請求項１に記載の車両用ドア構造では、複数の調光領域のうち、運転席の乗員の眼球及
び助手席の乗員の眼球と車両前方の光源とをそれぞれ結ぶ線上に位置する特定の調光領域
が透過率低減状態にあるときに、運転席の乗員の視線がこの特定の調光領域を通じて車両
前方に向けられた場合には、この特定の調光領域が透過状態に変化される。これにより、
運転席の乗員の視界を確保することができる。
【０００７】
　一方、上述の特定の調光領域が透過率低減状態にあるときに、助手席の乗員の視線がこ



(3) JP 2010-143463 A 2010.7.1

10

20

30

40

50

の特定の調光領域を通じて車両前方に向けられた場合でも、この特定の調光領域は透過率
低減状態に維持される。これにより、車室内への光の入射を抑制することができる。
【発明の効果】
【０００８】
　以上詳述したように、本発明によれば、運転席の乗員の視界の確保と車室内への光の入
射の抑制とをより一層効果的に両立させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　［第一実施形態］
　はじめに、本発明の第一実施形態について説明する。
【００１０】
　図１には、本発明の第一実施形態に係る調光ガラス装置１０の全体構成が示されている
。
【００１１】
　この図に示されるように、調光ガラス装置１０は、フロントガラス１２と、乗員検出セ
ンサ１４と、光検出センサ１６と、視線検出センサ１８，２０と、制御ユニット２２とを
有して構成されている。
【００１２】
　フロントガラス１２は、複数の調光領域２４Ａ～２４Ｆに区分されている。各調光領域
２４Ａ～２４Ｆは、例えば、調光フィルム等を有して構成されており、印加される電圧に
応じて光を透過する消色状態（透過状態）と、この消色状態よりも光の透過率が低い着色
状態（透過率低減状態）とにそれぞれ変化される構成とされている。
【００１３】
　乗員検出センサ１４は、例えば着座センサやシートベルトセンサ等により構成されてお
り、助手席の乗員の存在の有無に応じた信号を制御ユニット２２に出力する構成とされて
いる。
【００１４】
　光検出センサ１６は、例えばフロントガラス１２に一体に設けられ、車両前方の光源（
例えば、対向車のヘッドランプ、太陽、月、路側灯等）から出射されてフロントガラス１
２に入射される光の入射角度や光源の位置等に応じた信号を制御ユニット２２に出力する
構成とされている。
【００１５】
　視線検出センサ１８，２０は、それぞれ例えばカメラ等により構成されている。そして
、視線検出センサ１８は、運転席の乗員の視線の向きに応じた信号を制御ユニット２２に
出力する構成とされ、視線検出センサ２０は、助手席の乗員の視線の向きに応じた信号を
制御ユニット２２に出力する構成とされている。
【００１６】
　制御ユニット２２は、上述の乗員検出センサ１４、光検出センサ１６、視線検出センサ
１８，２０から出力された信号に基づいて、次の如く各調光領域２４Ａ～２４Ｆに印加さ
れる電圧を制御する構成とされている。
【００１７】
　次に、本発明の第一実施形態に係る調光ガラス装置１０の動作と併せてその作用及び効
果について説明する。
【００１８】
　図２には、制御ユニット２２が複数の調光領域２４Ａ～２４Ｆを着色する場合の動作を
表すフローチャートが示されている。
【００１９】
　この図に示されるように、制御ユニット２２は、先ず、ステップＳ１において、視線検
出センサ１８，２０から出力された信号に基づいて、運転席の乗員及び助手席の乗員の視
線の向きを検出する。
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【００２０】
　続いて、制御ユニット２２は、ステップＳ２において、光検出センサ１６から出力され
た信号に基づいて、車両前方の光源（例えば、対向車のヘッドランプ、太陽、月、路側灯
等）から出射されてフロントガラス１２に入射される光の入射角度や光源の位置等を検出
する。
【００２１】
　そして、制御ユニット２２は、ステップＳ３において、上述のステップＳ１において検
出した運転席の乗員及び助手席の乗員の視線の向きと、上述のステップＳ２において検出
したフロントガラス１２に入射される光の入射角度や光源の位置等から、複数の調光領域
２４Ａ～２４Ｆのうち着色状態にすべき調光領域を決定し、この決定した調光領域を着色
状態とする。
【００２２】
　例えば、図４の上図に示されるように、車両前方の光源５４としての太陽（夕日、朝日
）が低い位置にある場合であって、運転席の乗員及び助手席の乗員の視線が上方の調光領
域２４Ａ，２４Ｂ及び中央の調光領域２４Ｃ，２４Ｄの方向に向けられていない場合には
、上方の調光領域２４Ａ，２４Ｂ及び中央の調光領域２４Ｃ，２４Ｄが着色状態とされる
。
【００２３】
　また、例えば、図５の上図に示されるように、車両前方の光源５４としての太陽が高い
位置にある場合であって、運転席の乗員及び助手席の乗員の視線が上方の調光領域２４Ａ
，２４Ｂの方向に向けられていない場合には、上方の調光領域２４Ａ，２４Ｂが着色状態
とされる。
【００２４】
　また、例えば、図６の上図に示されるように、車両前方に光源５４としてヘッドランプ
を点灯している対向車がある場合であって、運転席の乗員及び助手席の乗員の視線が下方
の調光領域２４Ｅ，２４Ｆの方向に向けられていない場合には、このヘッドランプのロー
ビーム及びハイビームの切替状況等に応じて、下方の調光領域２４Ｅ，２４Ｆが着色状態
とされる。
【００２５】
　続いて、制御ユニット２２は、上述の図２のフローチャートで示される動作を完了する
と、図３のフローチャートで示される動作に移行する。
【００２６】
　図３には、制御ユニット２２が複数の調光領域２４Ａ～２４Ｆを消色する場合の動作を
表すフローチャートが示されている。
【００２７】
　この図に示されるように、制御ユニット２２は、先ず、ステップＳ１１において、乗員
検出センサ１４から出力された信号に基づいて、助手席の乗員の存在の有無を判断する。
【００２８】
　ここで、制御ユニット２２は、ステップＳ１１において、助手席に乗員が存在しないと
判断した場合には、後述するステップＳ１８に移行する。
【００２９】
　一方、制御ユニット２２は、ステップＳ１１において、助手席に乗員が存在すると判断
した場合には、ステップＳ１２において、視線検出センサ２０から出力された信号に基づ
いて、助手席の乗員の視線の向きを検出する。
【００３０】
　続いて、制御ユニット２２は、ステップＳ１３において、光検出センサ１６から出力さ
れた信号に基づいて、車両前方の光源（例えば、対向車のヘッドランプ、太陽、月、路側
灯等）から出射されてフロントガラス１２に入射される光の入射角度や光源の位置等を検
出する。
【００３１】
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　そして、制御ユニット２２は、ステップＳ１４において、上述のステップＳ１３におい
て検出したフロントガラス１２に入射される光の入射角度や光源の位置等から、複数の調
光領域２４Ａ～２４Ｆのうち、車両前方の光源から予め定められた基準値よりも強い光が
入射されている調光領域（つまり、運転席の乗員の眼球５０と車両前方の光源５４とを結
ぶ線Ｌ１上に位置すると共に助手席の乗員の眼球５２と車両前方の光源５４とを結ぶ線Ｌ
２上に位置する調光領域）を特定する。
【００３２】
　すなわち、この特定されるべき調光領域は、図４の場合、太陽が位置する側に配置され
た左上及び左中央の調光領域２４Ａ，２４Ｃであり、図５の場合、太陽が位置する側に配
置された左上の調光領域２４Ａであり、図６，図７の場合、対向車が位置する側に配置さ
れた右下の調光領域２４Ｆである。
【００３３】
　続いて、制御ユニット２２は、ステップＳ１５において、上述のステップＳ１２におい
て検出した助手席の乗員の視線の向きに基づいて、助手席の乗員の視線が向けられている
方向にある調光領域が着色状態にあるか否かを判断する。
【００３４】
　そして、制御ユニット２２は、ステップＳ１５において、助手席の乗員の視線が向けら
れている方向にある調光領域が着色状態にあると判断した場合には、ステップＳ１６にお
いて、助手席の乗員の視線が向けられている方向にある調光領域が、上述のステップＳ１
３において特定した調光領域（特定の調光領域）であるか否かを判断する。
【００３５】
　ここで、制御ユニット２２は、ステップＳ１６において、助手席の乗員の視線が向けら
れている方向にある調光領域が、上述のステップＳ１３において特定した調光領域でない
と判断した場合には、ステップＳ２２において、この調光領域を消色状態に変化させる。
【００３６】
　例えば、図４，図５の下図のように、助手席の乗員の視線が右上の調光領域２４Ｂを通
じて車両前方に向けられた場合には、この右上の調光領域２４Ｂが消色状態に変化される
。
【００３７】
　なお、制御ユニット２２は、上述のステップＳ１５において、助手席の乗員の視線が向
けられている方向にある調光領域が着色状態にないと判断した場合には、ステップＳ２１
において、助手席の乗員の視線が向けられている方向にある調光領域を消色状態に維持す
る。
【００３８】
　そして、制御ユニット２２は、ステップＳ２１又はステップＳ２２の後に、後述するス
テップＳ１８に移行する。
【００３９】
　一方、制御ユニット２２は、ステップＳ１６において、助手席の乗員の視線が向けられ
ている方向にある調光領域が、上述のステップＳ１３において特定した調光領域（特定の
調光領域）であると判断した場合には、ステップＳ１７において、この特定の調光領域を
着色状態に維持する。
【００４０】
　つまり、例えば、図６の下図のように、予め定められた基準値よりも強い光が入射され
ていると特定された右下の調光領域２４Ｆが着色状態にあるときに、助手席の乗員の視線
が右下の調光領域２４Ｆを通じて車両前方に向けられた場合には、この右下の調光領域２
４Ｆが着色状態に維持される。
【００４１】
　これにより、車室内への光の入射が抑制されるので、運転席の乗員が防眩される。また
、車両前方の光源が太陽である場合には、運転席の乗員が防眩されることに加え、車室内
の温度上昇が抑制される。
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【００４２】
　続いて、制御ユニット２２は、ステップＳ１８において、視線検出センサ１８から出力
された信号に基づいて、運転席の乗員の視線の向きを検出する。
【００４３】
　そして、制御ユニット２２は、ステップＳ１９において、上述のステップＳ１８におい
て検出した運転席の乗員の視線の向きに基づいて、運転席の乗員の視線が向けられている
方向にある調光領域が着色状態にあるか否かを判断する。
【００４４】
　ここで、制御ユニット２２は、ステップＳ１９において、運転席の乗員の視線が向けら
れている方向にある調光領域（上述のステップＳ１３において特定した調光領域を含む）
が着色状態にないと判断した場合には、ステップＳ２３において、この調光領域を消色状
態に維持し、一連の処理を終了する。
【００４５】
　一方、制御ユニット２２は、ステップＳ１９において、運転席の乗員の視線が向けられ
ている方向にある調光領域（上述のステップＳ１３において特定した調光領域を含む）が
着色状態にあると判断した場合には、ステップＳ２０において、この調光領域を消色状態
に変化させる。
【００４６】
　例えば、図４の下図のように、運転席の乗員の視線が右中央の調光領域２４Ｄを通じて
車両前方に向けられた場合には、この右中央の調光領域２４Ｄが消色状態に変化される。
【００４７】
　また、例えば、図７の下図のように、運転席の乗員の視線が向けられた方向にある調光
領域が上述のステップＳ１３において特定した調光領域２４Ｆである場合であっても、運
転席の乗員の視線がこの調光領域２４Ｆを通じて車両前方に向けられた場合には、この調
光領域２４Ｆが消色状態に変化される。これにより、運転席の乗員の視界が確保される。
【００４８】
　そして、制御ユニット２２は、ステップＳ２０の後、一連の処理を終了し、再び、上述
の図２のフローチャートで示される動作に移行する。
【００４９】
　以上詳述したように、本発明の一実施形態に係る調光ガラス装置１０によれば、強い光
が入射されている調光領域（ステップＳ１４において特定された調光領域）が着色状態に
あるときに、この特定の調光領域の方向に運転席の乗員及び助手席の乗員の視線が向けら
れた場合でも、助手席の乗員の視線よりも運転席の乗員の視線が優先されて、この特定の
調光領域が消色状態とされる。これにより、運転席の乗員の視界の確保と車室内への光の
入射の抑制とをより一層効果的に両立させることができる。
【００５０】
　次に、本発明の第一実施形態に係る調光ガラス装置１０の変形例について説明する。
【００５１】
　上記実施形態において、調光ガラス装置１０は、フロントガラス１２にのみ複数の調光
領域２４Ａ～２４Ｆを有する構成とされていたが、例えば、図８に示されるように、フロ
ントガラス１２とサイドガラス２６，２８とに複数の調光領域２４Ａ～２４Ｈを有する構
成とされていても良い。
【００５２】
　そして、この場合に、例えば、図８の下図に示されるように、運転席の乗員の視線が着
色状態にあるサイドガラス２６の調光領域２４Ｈを通じてサイドミラー３０に向けられた
場合に、この調光領域２４Ｈが消色状態に変化されるように構成されていても良い。
【００５３】
　また、上記実施形態において、制御ユニット２２は、光検出センサ１６から出力された
信号に基づいて、フロントガラス１２に入射される光の入射角度や光源の位置等を検出す
る構成とされていたが、例えば、ナビゲーションシステムの出力情報に基づいて、時間、
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場所、季節等からフロントガラス１２に入射される光の入射角度や光源の位置等を検出す
る構成とされていても良い。
【００５４】
　［第二実施形態］
　次に、本発明の第二実施形態について説明する。
【００５５】
　図９には、本発明の第二実施形態に係る調光ガラス装置４０の全体構成が示されている
。
【００５６】
　この図に示される調光ガラス装置４０は、上述の本発明の第一実施形態に係る調光ガラ
ス装置１０に対し、次の如く構成が変更されたものである。
【００５７】
　つまり、フロントガラス１２は、複数の調光領域２４Ａ～２４Ｎに区分されている。す
なわち、フロントガラス１２は、上述の本発明の第一実施形態の場合よりもさらに複数に
区分されている。また、各調光領域２４Ａ～２４Ｎは、短冊状に構成されている。
【００５８】
　また、この調光ガラス装置４０には、眼球位置検出センサ４２，４４が追加されている
。眼球位置検出センサ４２は、運転席の乗員の眼球５０の位置に応じた信号を制御ユニッ
ト２２に出力し、眼球位置検出センサ４４は、助手席の乗員の眼球５２の位置に応じた信
号を制御ユニット２２に出力する構成とされている。
【００５９】
　制御ユニット２２は、上述の乗員検出センサ１４、光検出センサ１６、視線検出センサ
１８，２０、眼球位置検出センサ４２，４４から出力された信号に基づいて、次の如く各
調光領域２４Ａ～２４Ｎに印加される電圧を制御する構成とされている。
【００６０】
　次に、本発明の第二実施形態に係る調光ガラス装置４０の動作と併せてその作用及び効
果について説明する。
【００６１】
　図１０には、制御ユニット２２がフロントガラス１２の区分を変更する場合の動作を表
すフローチャートが示されている。
【００６２】
　この図に示されるように、制御ユニット２２は、先ず、ステップＳ３１において、眼球
位置検出センサ４２，４４から出力された信号に基づいて、運転席の乗員の眼球５０の位
置及び助手席の乗員の眼球５２の位置を検出する。
【００６３】
　そして、制御ユニット２２は、ステップＳ３２において、上述のステップＳ３１におい
て検出した運転席の乗員の眼球５０の位置及び助手席の乗員の眼球５２の位置に基づいて
、フロントガラス１２の区分を変更させる。
【００６４】
　例えば、図１１の上図に示されるように、運転席の乗員の眼球５０の位置が標準位置に
ある場合には、調光領域２４Ｂ，２４Ｄと、調光領域２４Ｆ，２４Ｈ，２４Ｊと、調光領
域２４Ｌ，２４Ｎとに区分されるが、例えば、図１１の下図に示されるように、運転席の
乗員の眼球５０の位置が標準位置よりも高い位置にある場合には、調光領域２４Ｂ，２４
Ｄと、調光領域２４Ｆ，２４Ｈと、調光領域２４Ｊ，２４Ｌ，２４Ｎとに区分される。
【００６５】
　つまり、図１１の上図の場合には、調光領域２４Ｂ，２４Ｄにより右上の調光領域が構
成され、調光領域２４Ｆ，２４Ｈ，２４Ｊにより右中央の調光領域が構成され、調光領域
２４Ｌ，２４Ｎにより右下の調光領域が構成される。これに対し、図１１の下図の場合に
は、調光領域２４Ｂ，２４Ｄにより右上の調光領域が構成され、調光領域２４Ｆ，２４Ｈ
により右中央の調光領域が構成され、調光領域２４Ｊ，２４Ｌ，２４Ｎにより右下の調光
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領域が構成される。
【００６６】
　同様に、図１１の上図に示されるように、助手席の乗員の眼球５２の位置が標準位置に
ある場合には、調光領域２４Ａ，２４Ｃと、調光領域２４Ｅ，２４Ｇ，２４Ｉと、調光領
域２４Ｋ，２４Ｍとに区分されるが、例えば、図１１の下図に示されるように、助手席の
乗員の眼球５２の位置が標準位置よりも低い位置にある場合には、調光領域２４Ａ，２４
Ｃと、調光領域２４Ｅ，２４Ｇ，２４Ｉ，２４Ｋと、調光領域２４Ｍとに区分される。
【００６７】
　つまり、図１１の上図の場合には、調光領域２４Ａ，２４Ｃにより左上の調光領域が構
成され、調光領域２４Ｅ，２４Ｇ，２４Ｉにより左中央の調光領域が構成され、調光領域
２４Ｋ，２４Ｍにより左下の調光領域が構成される。これに対し、図１１の下図の場合に
は、調光領域２４Ａ，２４Ｃにより左上の調光領域が構成され、調光領域２４Ｅ，２４Ｇ
，２４Ｉ，２４Ｋにより左中央の調光領域が構成され、調光領域２４Ｍにより左下の調光
領域が構成される。
【００６８】
　なお、助手席の乗員が存在しない場合には、助手席の乗員の眼球５２の位置が標準位置
にある場合の区分とされる。
【００６９】
　そして、制御ユニット２２は、上述の如くフロントガラス１２における区分を変更した
後、一連の処理を終了する。
【００７０】
　このような構成によれば、乗員の着座位置や体格等に応じて乗員の眼球の位置が高さ方
向に変化する場合でも、乗員をより効果的に防眩できる。
【００７１】
　次に、本発明の第二実施形態に係る調光ガラス装置４０の変形例について説明する。
【００７２】
　上記実施形態において、調光ガラス装置４０は、乗員の眼球の位置に応じてフロントガ
ラス１２における区分を変更する構成とされていたが、図１２に示されるように、運転席
及び助手席の高さを調節するためのモータ４６，４８を備え、乗員の着座位置や体格等が
変化した場合でも、乗員のこのモータ４６，４８の駆動によって運転席及び助手席の高さ
が調節されることで乗員の眼球５０，５２の位置が標準位置に維持される構成とされてい
ても良い。
【００７３】
　以上、本発明の一実施形態及びその変形例について説明したが、本発明は、上記に限定
されるものでなく、その主旨を逸脱しない範囲内において種々変形して実施することが可
能であることは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【００７４】
【図１】本発明の第一実施形態に係る調光ガラス装置の全体構成を示す図である。
【図２】図１に示される制御ユニットが複数の調光領域を着色する場合の動作を表すフロ
ーチャートである。
【図３】図１に示される制御ユニットが複数の調光領域を消色する場合の動作を表すフロ
ーチャートである。
【図４】図１に示される複数の調光領域が着色状態から消色状態に変化される様子を説明
する図である。
【図５】図１に示される複数の調光領域が着色状態から消色状態に変化される様子を説明
する図である。
【図６】図１に示される複数の調光領域が着色状態から消色状態に変化される様子を説明
する図である。
【図７】図１に示される複数の調光領域が着色状態から消色状態に変化される様子を説明
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する図である。
【図８】本発明の第一実施形態に係る調光ガラス装置の変形例を示す図である。
【図９】本発明の第二実施形態に係る調光ガラス装置の全体構成を示す図である。
【図１０】図９に示される制御ユニットがフロントガラスの区分を変更する場合の動作を
表すフローチャートである。
【図１１】図９に示されるフロントガラスの区分が変更される様子を説明する図である。
【図１２】本発明の第二実施形態に係る調光ガラス装置の変形例を示す図である。
【符号の説明】
【００７５】
１０，４０　調光ガラス装置
１２　フロントガラス
２２　制御ユニット
２４Ａ～２４Ｆ　調光領域
５０　運転席の乗員の眼球
５２　助手席の乗員の眼球
５４　車両前方の光源

【図１】 【図２】



(10) JP 2010-143463 A 2010.7.1

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】
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